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《
研
究
ノ
ー
ト
》
「
旃
陀
羅
」
考
米　
澤　
実
江
子
問
題
の
所
在
「
旃
陀
羅
」
の
語
意
を
辞
書
に
求
め
る
と
、
鎌
倉
中
期
成
立
の
事
典
『
塵
袋
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
天
竺
ニ
旃
陀
羅
ト
云
フ
ハ
屠トシ
ャ者
ホ
フ
ル
モ
ノ也
。
イ
キ
物
ヲ
殺
テ
ウ
ル
（
売
る
）、
エ
タ
体
ノ
悪
人
也
。
　
現
行
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
イ
ン
ド
で
四
姓
（
カ
ー
ス
ト
）
の
最
下
級
で
あ
る
首
陀
羅
（
し
ゅ
だ
ら
）
よ
り
も
さ
ら
に
下
の
階
級
。
屠
畜
・
漁
猟
等
の
職
業
に
携
わ
っ
た
。
不
可
触
賎
民
。
　
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、「
旃
陀
羅
」
は
賎
民
概
念
を
示
す
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
身
分
制
度
を
前
提
と
し
な
い
現
代
の
社
会
に
お
い
て
は
、
過
去
の
概
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
差
別
意
識
を
正
統
化
す
る
材
料
と
し
て
現
在
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
。
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六
九
「
旃
陀
羅
」
考
　
「
旃
陀
羅
」
は
イ
ン
ド
の
社
会
制
度
に
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
歴
史
的
社
会
的
背
景
・
仏
典
の
記
述
、
お
よ
び
日
本
社
会
の
在
り
よ
う
と
仏
教
と
の
関
連
等
々
の
考
察
を
述
べ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
等
の
考
察
は
一
旦
先
行
研
究
に
譲
り
、
近
世
日
本
に
お
け
る
仏
典
注
釈
中
に
示
さ
れ
た
「
旃
陀
羅
」
解
釈
に
つ
い
て
、
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
以
下
『
随
聞
講
録
』）
の
説
示
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
 
（
以
下
、
引
用
文
中
の
諸
記
号
は
筆
者
に
よ
る
）
一
、「
旃
陀
羅
」
解
釈
の
心
理
的
背
景
　
釈
尊
の
こ
と
ば
は
漢
訳
を
経
て
日
本
に
伝
来
し
日
本
語
へ
と
翻
訳
さ
れ
た
。
就
中
、『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
『
観
経
』）
の
「
是
旃
陀
羅
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
霊
山
勝
海
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
是
旃
陀
羅
」
を
和
訳
す
る
場
合
、（
中
略
）「
賎
民
の
し
わ
ざ
」「
屠
者
の
業
」「
人
非
人
の
所
作
」「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
（
賎
民
）
の
所
行
で
あ
る
」
と
意
味
を
下
付
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）「
セ
ン
ダ
ラ
な
り
」
と
言
葉
ど
お
り
訳
さ
な
い
で
、
な
ぜ
「
旃
陀
羅
の
な
す
と
こ
ろ
な
り
」
と
読
み
、
理
解
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
す
れ
ば
セ
ン
ダ
ラ
は
自
分
の
生
母
を
殺
す
種
姓
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。（
中
略
）
あ
え
て
「
セ
ン
ダ
ラ
の
所
行
で
あ
る
」
と
補
訳
し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
「
こ
れ
旃
陀
羅
（
の
な
す
と
こ
ろ
）
な
り
」
で
は
な
く
、
母
を
罵
り
母
を
殺
害
し
よ
う
と
意
志
し
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
行
為
が
、
ア
ジ
ャ
セ
を
し
て
「
旃
陀
羅
（
＝
賎
し
い
人
）」
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
最
下
層
の
セ
ン
ダ
ラ
の
行
為
と
語
を
補
っ
て
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
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七
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
と
し
、
注
記
に
お
い
て
セ
ン
ダ
ラ
の
業
と
い
う
の
は
旃
陀
羅
種
の
も
の
の
行
う
営
為
職
種
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
他
の
種
姓
の
も
の
が
類
似
の
行
為
を
行
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
セ
ン
ダ
ラ
に
な
る
の
で
は
な
い
。
基
本
は
種
姓
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
し
て
、「
旃
陀
羅
」
の
語
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
場
合
、
原
語
に
は
な
い
「
意
味
の
下
付
け
」
が
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
批
判
す
る
。
　
養
老
孟
司
氏
は
、「
種
姓
」
に
関
係
な
く
意
識
が
実
際
の
差
別
へ
と
展
開
す
る
心
理
に
つ
い
て
、
死
体
に
対
す
る
感
情
を
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
不
気
味
さ
は
生
首
の
性
質
で
は
な
い
。（
中
略
）
見
る
者
の
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
し
か
し
、
対
象
す
な
わ
ち
生
首
の
属
性
と
考
え
る
。
こ
こ
に
差
別
が
発
生
す
る
心
理
的
な
要
因
が
あ
る
。（
中
略
）
相
手
に
そ
の
人
の
属
性
で
な
い
も
の
を
属
性
と
し
て
押
し
つ
け
る
。
押
し
付
け
た
意
識
は
、
押
し
付
け
た
当
人
に
は
な
い
。
そ
の
場
合
、
押
し
付
け
ら
れ
た
側
は
、
そ
こ
で
「
差
別
さ
れ
た
」
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
同
性
愛
者
だ
ろ
う
が
、
障
害
者
だ
ろ
う
が
、
被
差
別
部
落
出
身
者
で
あ
ろ
う
が
、
本
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
善
悪
・
好
悪
の
問
題
で
は
な
い
。（
中
略
）「
対
象
の
属
性
で
な
い
も
の
を
、
対
象
の
属
性
と
見
な
す
」。
そ
こ
に
差
別
が
始
ま
る
。（
中
略
）「
聖
」
は
社
会
的
に
は
「
差
別
」
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
心
理
的
に
は
差
別
と
い
っ
て
よ
い
。（
中
略
）
「
聖
」
も
ま
た
「
対
象
の
属
性
で
な
い
も
の
を
、
対
象
の
属
性
と
す
る
」
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
一
般
に
「
聖
」
が
差
別
と
さ
れ
な
い
の
は
、
社
会
的
に
不
利
益
を
被
っ
て
い
な
い
、
な
い
し
利
益
を
得
て
い
る
、
と
い
う
判
断
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
畏
怖
の
感
情
は
聖
に
、
不
気
味
の
感
情
は
賎
に
、
結
び
つ
く
傾
向
が
あ
る
。
　
差
別
の
心
理
は
「
対
象
の
属
性
で
な
い
も
の
を
属
性
と
し
て
押
し
付
け
る
」
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
　
石
川
力
山
氏
は
、「
賎
民
概
念
」
に
基
づ
く
差
別
に
つ
い
て
、「
差
別
者
」
と
「
被
差
別
者
」
を
「
強
者
」
と
「
弱
者
」
と
し
た
上
で
、
（
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七
一
「
旃
陀
羅
」
考
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
強
者
」
が
い
つ
ま
で
も
「
強
者
」
で
、「
弱
者
」
が
常
に
「
弱
者
」
で
あ
り
得
る
わ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
の
立
場
は
容
易
に
入
れ
替
わ
る
関
係
に
あ
る
。
　
こ
の
指
摘
は
、
身
分
制
度
が
維
持
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、「
強
者
」
で
あ
り
続
け
た
い
者
（
差
別
者
）
を
し
て
、「
弱
者
（
被
差
別
者
）」
と
の
立
場
（
あ
る
い
は
感
情
）
の
逆
転
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
二
、『
随
聞
講
録
』
に
み
る
「
旃
陀
羅
」
の
解
釈
　
『
随
聞
講
録
』
で
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
『
観
経
』
の
「
是
旃
陀
羅
の
解
釈
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
旃
陀
羅
者
此
云
殺
者
。
即
今
屠
兒
也
。
此
日
本
穢
多
類
、
肉
ホ
フ
リ
売
モ
ノ
ヲ
モ
云
旃
陀
羅
也
。
又
『
疏
』
意
、
其
性
凶
悪
不
閑
仁
義
、
四
姓
暴
悪
通
云
旃
陀
羅
。〈
此
ニ
古
来
二
説
ア
リ
。
一
ニ
旃
陀
羅
此
云
厳
幟
。
是
レ
西
土
屠
殺
之
輩
。
以
悪
業
自
厳
。
行
時
、
鈴
ヲ
搖
ル
カ
シ
持
竹
以
為
標
幟
。
不
爾
王
必
罪
之
。
故
ニ
以
為
名
。
是
四
姓
之
外
別
有
下
族
。
二
ニ
、
四
姓
之
外
非
別
ニ
有
淫種
。
於
四
姓
ノ
中
ナ
ル
非
礼
暴
悪
者
、
通
受
此
称
。
今
家
依
後
義
釈
シ
玉
フ
。『
新
記
』
序
分
二
卷
三
十
九
紙
往
見
〉。
　
①
「
旃
陀
羅
」
と
は
、
此
に
は
「
殺
者
」
と
云
う
。
即
ち
今
の
「
②
屠
兒
」
也
。
此
れ
、
日
本
の
「
③
穢
多
」
の
類
な
り
。
肉
を
ほ
ふ
り
売
る
も
の
を
も
「
旃
陀
羅
」
と
云
う
也
。
又
④
『
疏
』
の
意
、「
其
の
性
凶
悪
に
し
て
、
仁
義
を
閑ナラ
わ
ず
」。
四
姓
の
暴
悪
な
る
を
通
じ
て
「
旃
陀
羅
」
と
云
う
。〈
此
に
古
来
二
説
あ
り
。
一
に
⑤
「
旃
陀
羅
」、
此
に
は
「
厳
幟
」
と
云
う
。
是
れ
西
土
屠
殺
の
輩
、
悪
業
を
以
て
自
ら
厳
る
（
か
ざ
る
）。
行
く
時
、
鈴
を
搖
ら
し
、
竹
を
持
ち
、
以
て
「
標
幟
」
と
す
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
王
、
必
ず
之
を
罰
（
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一
七
二
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
す
。
故
に
以
て
名
と
す
。
是
れ
⑥
四
姓
之
外
、
別
に
下
族
あ
り
。
二
に
四
姓
の
外
に
別
に
種
あ
る
に
非
ず
。
四
姓
の
中
に
お
い
て
非
礼
暴
悪
な
る
者
、
通
じ
て
此
の
称
を
受
く
。
今
家
は
後
の
義
に
依
り
て
釈
し
玉
う
。『
新
記
』「
序
分
」
二
巻
三
十
九
紙
。
往
き
て
見
よ
〉。
　
は
じ
め
に
「
旃
陀
羅
」
の
語
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
意
味
（
屠
兒
・
穢
多
）
を
示
し
、
次
い
で
善
導
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
「
旃
陀
羅
」
を
「
凶
悪
で
仁
義
を
知
ら
な
い
」
と
解
釈
す
る
箇
所
を
挙
げ
て
、
こ
の
一
文
の
意
図
は
、「
四
姓
の
全
階
級
を
通
じ
て
、
他
者
に
対
す
る
非
礼
暴
悪
、
す
な
わ
ち
心
の
在
り
か
た
の
賎
し
い
者
が
「
旃
陀
羅
」
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
割
注
を
施
し
て
『
新
記
』
が
示
す
相
反
す
る
二
つ
の
解
釈
を
挙
げ
、
最
後
に
「『
新
記
』
を
見
る
よ
う
に
」
と
述
べ
、『
観
経
疏
』
の
「
旃
陀
羅
」
解
釈
の
意
図
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
『
新
記
』
の
第
二
説
に
拠
っ
た
こ
と
を
示
す
。
　
『
新
記
』
が
示
す
二
つ
の
解
釈
は
、
第
一
の
説
に
は
、
身
分
制
度
に
お
け
る
賎
民
、
す
な
わ
ち
四
姓
の
外
（
下
）
の
存
在
を
正
当
化
す
る
た
め
の
「
旃
陀
羅
」
と
そ
の
在
り
よ
う
を
示
し
、
第
二
の
説
に
は
、
⑦
『
華
手
経
』・
⑧
『
大
方
等
大
集
経
』・
⑨
『
大
方
広
十
輪
経
』・
⑩
『
菩
薩
本
行
経
』
な
ら
び
に
「
曲
礼
」
の
「
今
、
人
と
し
て
礼
無
き
は
、
言
を
発
す
れ
ど
も
心
は
禽
獣
で
あ
る
」
等
を
援
用
し
て
、
種
姓
と
し
て
の
「
旃
陀
羅
」
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
し
た
自
己
の
非
礼
暴
悪
な
る
悪
し
き
在
り
か
た
の
者
が
「
旃
陀
羅
」
な
い
し
禽
獣
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
　
ま
た
、『
随
聞
講
録
』
と
同
様
に
『
新
記
』
を
援
用
す
る
『
観
経
疏
講
録
』（
以
下
『
講
録
』）
で
は
、『
新
記
』
の
第
一
の
説
の
根
拠
と
な
る
⑪
『
光
明
文
句
記
』・
⑫
『
法
顕
伝
』・
⑤
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
他
を
挙
げ
、
続
け
て
、
此
為
四
姓
摂
不
。
曰
。
或
云
。
非
四
大
姓
也
。
別
有
下
族
極
悪
之
人
。
或
云
。
非
別
有
淫種
。
於
四
姓
中
、
非
礼
暴
悪
、
通
受
此
称
。
如
『
華
手
経
』
云
。
汚
沙
門
中
、
為
旃
陀
羅
、
等
。
「〔
旃
陀
羅
は
〕
四
姓
に
含
ま
れ
る
の
か
、
含
ま
れ
な
い
の
か
。
或
る
者
は
、〔
旃
陀
羅
は
〕
四
大
姓
〔
に
含
ま
れ
る
も
の
〕
で
は
な
い
。
〔
四
大
姓
の
〕
別
に
下
族
極
悪
人
が
あ
る
と
云
い
。
或
る
者
は
、〔
四
姓
の
他
に
〕
別
の
生
ま
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
四
姓
の
中
に
（
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七
三
「
旃
陀
羅
」
考
非
礼
暴
悪
〔
の
者
〕
が
〔
四
姓
を
〕
通
じ
て
、
こ
の
〔
旃
陀
羅
の
〕
称
を
受
け
る
と
云
う
」
と
し
て
、『
新
記
』
の
内
容
を
引
用
す
る
。
　
以
下
に
『
新
記
』・『
随
聞
講
録
』・『
講
録
』
の
説
示
に
基
づ
い
て
、
典
拠
を
尋
ね
る
こ
と
が
可
能
な
内
容
を
符
号
の
順
に
挙
げ
る
。
①
元
照
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疏
』
刹
帝
利
婆
羅
門
二
為
尊
貴
、
毘
舍
首
陀
二
為
下
賎
。
刹
帝
即
王
者
姓
。
栴
陀
羅
此
云
殺
者
。
即
此
間
魁
之
類
。
「
刹
帝
利
と
婆
羅
門
は
尊
貴
で
あ
り
、
毘
舍
と
首
陀
は
下
賤
で
あ
る
。
刹
帝
は
王
者
の
階
級
で
あ
り
、
旃
陀
羅
は
殺
者
と
云
う
」
と
す
る
。
②
『
古
事
類
苑
』（
政
治
部
六
七
、
下
篇　
賎
民
上
）〔
和
名
類
聚
抄
〕「
屠
兒
」
項
屠
兒
〈
和
名　
恵
止
利
〉
屠
牛
馬
肉
、
取
鷹
雞
餌
之
儀
也
。
殺
生
、
及
屠
牛
馬
肉
、
取
売
者
也
。
「
屠
兒
〈
和
名　
恵
止
利
〉。
牛
馬
の
肉
を
屠
り
、
鷹
雞
の
餌
を
取
る
。
生
き
物
を
殺
し
、
牛
馬
の
肉
を
売
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
者
で
あ
る
」
と
す
る
。
③
│
一
）『
塵
袋
』
第
五
「
一
、
キ
ヨ
メ
ヲ
エ
タ
ト
云
フ
ハ
何
ナ
ル
詞
ゾ
。　
穢
多
（
別
筆
）」
根
本
ハ
餌エ
取トリ
ト
云
フ
ベ
キ
カ
。
餌
ト
云
フ
ハ
シ
ヽ
ム
ラ
（
肉
）、
鷹
等
ノ
餌
ヲ
云
フ
ナ
ル
ベ
シ
。
其
ヲ
ト
ル
物
ト
云
フ
也
。
エ
ト
リ
ヲ
ハ
ヤ
ク
イ
ヒ
テ
、
イ
ヒ
ユ
ガ
メ
テ
、
エ
タ
ト
云
ヘ
リ
。
タ
ト
ト
ハ
通
音
也
、
エ
ト
ヲ
エ
タ
ト
云
フ
。
乞
食
等
ノ
沙
門
ノ
形
ナ
レ
ド
モ
、
其
ノ
行
儀
、
僧
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
ヲ
濫
僧
ト
名
ケ
テ
、
施
行
ニ
カ
ル
ヽ
ヲ
バ
濫
僧
供
ト
云
フ
。
其
レ
ヲ
非
人
・
カ
タ
ヒ
・
エ
タ
ナ
ド
、
人
マ
ジ
ロ
ヒ
モ
セ
ヌ
、
オ
ナ
ジ
サ
マ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
マ
ギ
ラ
カ
シ
テ
非
人
ノ
名
ヲ
エ
タ
ニ
ツ
ケ
タ
ル
也
。
ラ
ム
ソ
ウ
ト
云
フ
ベ
キ
ヲ
ラ
ウ
ソ
ウ
ト
云
フ
、
弥
シ
ド
ケ
ナ
シ
。
天
竺
ニ
旃
陀
羅
ト
云
フ
ハ
屠トシ
ャ者
ホ
フ
ル
モ
ノ也
。
イ
キ
物
ヲ
殺
テ
ウ
ル
（
売
る
）、
エ
タ
体
ノ
悪
人
也
。
③
│
二
）『
塵
添
嚢
抄
』
第
五
【
十
】
餌
取
ノ
事
〈
付
天
竺
旃
陀
羅
時
〉
（
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河
原
ノ
者
エ
ツ
タ
ト
云
ハ
何
ノ
字
ソ
。
エ
ツ
タ
ト
云
付
也
。
常
ニ
ハ
穢
多
ト
書
ク
。
ケ
カ
レ
ヲ
ホ
キ
故
ト
云
フ
。（
中
略
）
生
物
ヲ
害
シ
テ
売
ル
者
ヲ
ハ
、
唐
ニ
ハ
屠
者
ト
名
ツ
ク
。
ホ
フ
ル
モ
ノ
ト
云
也
。
天
竺
ニ
旃
陀
羅
ト
云
モ
、
同
餌
取
体
ノ
膩キタナ
キ
者
也
。
屠
殺
ヲ
モ
エ
タ
ト
ヨ
ム
也
。
④
善
導
『
観
経
疏
』
言
刹
利
者
、
乃
是
四
姓
高
元
、
王
者
之
種
、
代
代
相
承
。
豈
同
凡
碎
。
言
臣
不
忍
聞
者
、
見
王
起
淫悪
、
損
辱
宗
親
悪
声
流
布
、
我
之
性
望
恥
慚
無
地
。
言
是
旃
陀
羅
者
、
乃
是
四
姓
之
下
流
也
。
此
乃
性
懐
匈
悪
不
閑
仁
義
。
雖
著
二
人
皮
一
行
同
二
禽
獣
一
「《
刹
利
》
と
は
四
姓
の
高
元
で
あ
り
、
王
族
の
身
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
代
々
相
承
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
是
れ
《
旃
陀
羅
》
と
は
四
姓
の
下
流
で
あ
る
。
性
は
悪
を
抱
き
、
人
の
皮
を
著
す
る
も
獣
と
同
じ
で
あ
る
」
と
す
る
。
⑤
│
一
）
窺
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
『
経
』
又
、
不
親
近
至
諸
悪
律
儀
、
賛
曰
。
第
四
悪
業
縁
。
旃
陀
羅
云
屠
者
、
不
律
儀
也
。
正
言
旃
荼
羅
此
云
厳
幟
。
悪
業
自
厳
行
持
標
幟
、
搖
鈴
持
竹
為
自
標
故
。
　
「『〔
妙
法
蓮
華
〕
経
』
の
「
不
親
近
」
か
ら
「
諸
悪
律
儀
」
ま
で
は
、
第
四
の
悪
業
縁
で
あ
る
。
旃
陀
羅
は
「
屠
者
」
と
云
い
、
律
儀
な
ら
ざ
る
〔
も
の
〕
で
あ
る
。
正
し
く
「
厳
幟
」
と
い
う
の
は
、
悪
業
で
あ
る
こ
と
を
自
厳
し
て
、〔
道
を
〕
行
く
と
き
は
幡
を
持
ち
、
鈴
を
鳴
ら
し
竹
を
持
ち
、
自
ら
〔
旃
陀
羅
で
あ
る
こ
と
〕
の
標
と
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
。
⑤
│
二
）『
翻
訳
名
義
集
』
旃
陀
羅
。
此
云
屠
者
。
正
言
旃
荼
羅
。
此
云
厳
熾
。
謂
悪
業
自
厳
。
行
時
搖
鈴
。
持
竹
為
標
幟
（
中
略
）
故
若
不
爾
者
。
王
必
罪
之
。
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「
旃
陀
羅
は
、
こ
こ
で
は
「
屠
者
」
と
い
う
。
悪
業
で
あ
る
こ
と
を
自
厳
し
て
、〔
道
を
〕
行
く
と
き
は
幡
を
持
ち
、
鈴
を
鳴
ら
し
、
竹
を
持
ち
、
自
ら
〔
旃
陀
羅
で
あ
る
こ
と
〕
の
標
と
す
。
も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
王
は
必
ず
〔
旃
陀
羅
を
〕
罰
す
」
と
す
る
。
⑥
凝
然
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
『
疏
』、
以
是
旃
陀
羅
業
故
者
、
憬
興
『
観
経
疏
』
上
云
。
旃
施
羅
者
此
云
悪
執
。
即
今
屠
兒
。
非
四
大
姓
之
所
作
也
。
別
有
下
族
達
絮
蔑
戻
車
等
。
極
悪
之
人
、
殺
逆
販
肉
以
自
活
命
。
名
旃
陀
羅
〈
已
上
〉。
是
故
今
云
売
葬
具
者
。
旃
陀
羅
業
故
也
。
「『〔
梵
網
経
菩
薩
戒
本
〕
疏
』
に
《
旃
陀
羅
の
業
を
以
て
の
故
に
》
と
云
う
の
は
、
憬
興
の
『
観
経
疏
』
に
は
《
旃
陀
羅
は
悪
執
と
云
う
。
す
な
わ
ち
屠
兒
の
こ
と
で
あ
る
。
四
大
姓
の
行
い
で
は
な
い
。〔
四
大
姓
の
〕
別
に
礼
儀
を
知
ら
な
い
異
民
族
が
あ
り
、
極
悪
人
で
あ
り
、
生
き
物
を
殺
し
て
そ
の
肉
を
売
る
こ
と
で
生
き
て
い
る
。〔
こ
れ
を
〕
旃
陀
羅
と
名
づ
け
る
》
と
云
う
。
よ
っ
て
「
葬
具
を
売
る
」
と
い
う
の
は
、
旃
陀
羅
の
業
で
あ
る
」
と
す
る
。
⑦
『
華
手
経
』
是
則
名
為
沙
門
中
賊
汚
沙
門
者
、
於
沙
門
中
為
旃
陀
羅
。
僧
中
敗
壊
衆
之
糟
糠
。
隨
逐
外
道
深
計
断
常
。
「
沙
門
の
中
の
〈
賊
汚
沙
門
〉
と
名
付
け
る
の
は
、
沙
門
の
中
に
お
け
る
《
旃
陀
羅
》
の
こ
と
で
あ
る
。
僧
と
し
て
の
値
打
ち
は
な
く
、
外
道
に
随
い
断
見
と
常
見
を
成
す
」
と
説
く
。
⑧
『
大
方
等
大
集
経
』
不
善
比
丘
等　
以
之
為
尊
長　
少
智
詐
多
聞　
不
喜
禅
戒
者　
禅
戒
者
去
後　
為
財
共
鬪
諍　
刹
利
聞
生
瞋　
打
害
悪
比
丘　
還
俗
捨
法
服　
繋
閉
於
牢
獄　
以
是
諸
天
瞋　
迭
共
相
告
語　
如
是
国
土
中　
旃
陀
羅
王
治　
朋
黨
悪
比
丘　
毀
破
袈
裟
服　
自
壊
己
国
土　
不
久
当
敗
亡　
堕
在
阿
鼻
獄　
受
苦
極
長
遠　
於
是
賢
劫
中　
無
脱
地
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「
諸
々
の
悪
行
を
作
す
不
善
の
比
丘
等
の
国
は
《
旃
陀
羅
の
王
》
が
治
め
て
い
る
。
悪
行
の
比
丘
と
と
も
に
阿
毘
地
獄
へ
堕
し
、
脱
出
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
説
く
。
⑨
『
大
方
広
十
輪
経
』
刹
利
旃
陀
羅
・
輔
相
旃
陀
羅
・
婆
羅
門
旃
陀
羅
・
居
士
旃
陀
羅
。
以
諂
曲
心
欺
於
世
間
不
畏
後
世
。（
中
略
）
若
未
来
世
旃
陀
羅
王
乃
至
居
士
旃
陀
羅
。
「
刹
利
旃
陀
羅
・
輔
相
旃
陀
羅
・
婆
羅
門
旃
陀
羅
・
居
士
旃
陀
羅
は
、
人
に
こ
び
へ
つ
ら
い
、
世
間
を
欺
き
、
後
世
を
畏
れ
な
い
」
等
と
説
く
。
⑩
『
菩
薩
本
行
経
』
即
讃
歎
言
。
汝
雖
畜
生
修
於
人
行
。
我
雖
爲
人
作
畜
生
行
。
「〔
王
〕
即
ち
讃
歎
し
て
曰
く
。
汝
は
畜
生
で
は
あ
る
が
、
人
の
行
い
を
修
め
る
。
我
は
人
で
は
あ
る
が
畜
生
の
行
い
を
作
す
」
と
説
く
。
⑪
知
礼
『
金
光
明
経
文
句
記
』
旃
陀
羅
者
、
此
云
厳
幟
。
乃
是
西
土
屠
殺
之
輩
。
以
悪
業
自
厳
、
行
時
搖
持
竹
以
為
標
幟
。
故
以
為
名
。
「《
旃
陀
羅
》
と
は
こ
こ
で
は
《
厳
幟
》
と
い
う
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
屠
殺
を
生
業
と
す
る
者
で
あ
り
、
道
を
行
く
時
は
鈴
を
鳴
ら
し
、
竹
を
以
て
旗
印
と
す
る
」
等
と
す
る
。
⑫
『
法
顕
伝
』
旃
荼
羅
名
為
悪
人
。
與
人
別
居
。
若
入
城
市
則
撃
木
以
自
異
。
人
則
識
而
避
之
、
不
相
。
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「《
旃
陀
羅
》
と
は
《
悪
人
》
と
名
づ
け
る
。
人
と
居
を
別
に
す
る
。
も
し
市
中
に
入
れ
ば
、
木
を
撃
っ
て
自
ら
異
な
る
こ
と
を
示
す
。
人
は
〔
そ
の
人
を
旃
陀
羅
と
〕
知
っ
て
〔
旃
陀
羅
で
あ
る
そ
の
人
を
〕
避
け
、
互
い
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
記
す
。
　
先
に
示
し
た
よ
う
に
、『
随
聞
講
録
』
は
「
旃
陀
羅
」
の
語
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
諸
説
に
加
え
て
「
今
家
」
す
な
わ
ち
善
導
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
『
新
記
』
の
第
二
の
説
に
依
っ
て
自
己
の
意
識
と
行
為
の
在
り
よ
う
の
賎
し
さ
が
「
旃
陀
羅
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
先
の
養
老
氏
の
指
摘
を
以
て
こ
れ
を
見
る
時
、
こ
の
解
釈
は
、
根
拠
の
な
い
属
性
を
他
者
に
押
し
付
け
る
こ
と
の
否
定
で
あ
り
、
一
個
人
が
感
情
に
任
せ
、
あ
る
い
は
根
拠
無
き
慣
習
や
風
評
に
基
づ
い
て
、
自
ら
は
優
れ
他
者
は
劣
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
（
さ
せ
る
）
意
識
と
行
為
、
そ
れ
自
体
が
「
賎
し
い
」
の
で
あ
り
、
差
別
を
行
う
根
源
は
他
者
で
は
な
く
自
己
に
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
身
分
制
度
下
の
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
自
宗
の
立
場
と
し
て
明
言
す
る
こ
と
は
、「
旃
陀
羅
」
は
「
種
姓
（
身
分
・
出
自
）」
お
よ
び
職
業
（
生
業
）
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
在
り
方
を
自
己
に
問
う
こ
と
の
宣
言
で
あ
り
、
当
時
の
統
治
体
制
に
基
づ
く
「
貴
賎
観
」
や
「
旃
陀
羅
（
穢
多
）
観
」
に
対
し
て
異
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
先
人
達
は
こ
の
様
に
解
釈
す
る
こ
と
を
活
字
に
し
、
教
義
書
に
残
し
て
伝
承
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
解
釈
が
、
既
に
釈
尊
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
因
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
生
れ
に
よ
っ
て
賎
し
い
人
と
な
る
の
で
は
な
い
。
生
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
な
る
の
で
は
な
い
。
行
為
に
よ
っ
て
賎
し
い
人
と
も
な
り
、
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
も
な
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
教
え
は
、
洋
の
東
西
・
様
々
な
人
の
在
り
方
を
問
わ
ず
、
現
実
の
社
会
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
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結
　
『
随
聞
講
録
』
か
ら
お
よ
そ
三
〇
〇
年
を
経
た
現
在
、
日
本
を
は
じ
め
多
く
の
国
に
お
い
て
、
身
分
制
度
は
撤
廃
さ
れ
、
過
去
の
社
会
制
度
に
由
来
す
る
歴
史
上
の
賎
民
概
念
は
根
拠
無
き
悪
弊
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
を
省
み
る
時
、
利
己
的
に
「
こ
の
よ
う
で
あ
り
た
い
」・「
こ
の
よ
う
し
た
い
」
と
す
る
意
識
を
正
当
化
し
実
現
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
世
論
を
誘
導
し
、
権
力
に
迎
合
し
、
責
任
を
転
嫁
す
る
等
の
行
為
、
ま
た
自
分
と
は
異
な
っ
た
在
り
方
や
視
点
を
意
識
・
無
意
識
を
問
わ
ず
、
排
除
す
る
等
の
行
為
は
社
会
に
横
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
と
行
為
は
、
出
自
を
前
提
と
し
た
身
分
制
度
に
起
因
す
る
賎
民
概
念
と
は
異
な
る
よ
う
に
み
え
て
、
実
に
は
自
己
の
保
身
と
優
越
感
情
を
担
保
す
る
た
め
に
他
者
を
貶
め
る
行
為
で
あ
り
、
旧
態
依
然
と
し
た
賎
民
概
念
（
差
別
意
識
）
と
同
根
で
あ
り
、
他
者
を
賎
蔑
す
る
意
識
を
未
来
へ
継
承
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
釈
尊
は
「
貴
賤
は
生
ま
れ
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
行
為
に
よ
る
」
と
説
き
、
ま
た
、
仏
教
徒
は
、
そ
の
教
え
を
信
じ
・
実
践
し
、
「
信
」
が
仏
道
を
歩
み
始
め
る
入
り
口
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
徒
の
在
り
か
た
は
、
時
を
経
て
、
数
字
や
文
字
の
よ
う
に
可
視
化
さ
れ
る
「
成
果
」
を
以
て
社
会
（
集
団
）
や
個
人
を
計
る
現
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
典
や
慣
習
を
差
別
や
蔑
視
の
正
当
化
の
根
拠
と
す
る
賎
民
概
念
と
し
て
の
「
旃
陀
羅
観
」
も
ま
た
同
時
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
現
実
に
対
し
て
、
石
山
力
山
氏
は
仏
教
思
想
の
原
点
か
ら
言
っ
て
間
違
い
だ
と
言
い
続
け
て
も
、
そ
れ
が
社
会
的
に
機
能
し
て
い
る
事
実
か
ら
責
任
逃
れ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
し
、
東
上
高
志
氏
は
（
（
41
（
（
42
一
七
九
「
旃
陀
羅
」
考
い
ま
必
要
な
こ
と
は
、
部
落
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
仏
教
が
い
か
に
敵
対
的
で
あ
っ
た
か
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
糾
弾
の
な
か
で
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
、
と
賛
美
歌
を
歌
う
事
で
は
な
い
。
　
等
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
問
題
を
提
議
す
る
。
　
様
々
な
差
別
感
情
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
在
、『
随
聞
講
録
』
が
示
す
「
旃
陀
羅
」
解
釈
は
、
そ
の
源
が
自
己
の
意
識
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
意
識
は
行
為
を
善
に
も
悪
に
も
導
く
こ
と
を
内
省
し
、
目
に
見
え
な
い
意
識
を
自
己
の
在
り
方
へ
向
け
る
よ
う
に
促
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
註
『
塵
袋
』
一
、〔
二
〇
〇
四
〕、
二
八
九
頁
。
「
四
姓
」、
イ
ン
ド
に
お
け
る
四
つ
の
社
会
階
級
。
婆
羅
門
（
僧
侶
）・
刹
帝
利
（
王
種
）・
毘
舎
（
商
工
農
）・
首
陀
羅
（
奴
隷
）、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
以
下
『
日
国
』）
六
、
六
八
〇
頁
。
『
日
国
』
八
、
一
二
二
頁
。
【
参
考
】
山
崎
元
一
〔
一
九
七
九
・
一
九
八
六
〕、
宮
坂
宥
勝
〔
一
九
九
一
・
一
九
九
二
・
一
九
九
三
・
一
九
九
四
〕。『
部
落
史
史
料
選
集
』〔
一
九
八
八
・
一
九
八
九
〕。
【
参
考
】
野
田
只
夫
〔
一
九
五
九
〕、
石
山
力
山
〔
一
九
九
三
〕、
丹
生
谷
哲
一
〔
一
九
九
三
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
八
〕、
喜
田
貞
吉
〔
二
〇
〇
八
・
二
〇
一
〇
〕、
山
本
尚
友
〔
二
〇
〇
九
〕。
義
山
（
一
六
四
八
〜
一
七
一
七
）
講
説
・
素
中
（
一
六
七
三
〜
一
七
四
三
）
記
。
『
観
経
』、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
上
。
（
（
43
（
（
44
（
（
1
（
（
2
（
（
3
（
（
4
（
（
5
（
（
6
（
（
7
一
八
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
霊
山
勝
海
〔
一
九
八
二
〕。
霊
山
勝
海
〔
一
九
八
二
〕
註
③
。
養
老
孟
司
〔
一
九
九
一
〕。
石
川
力
山
〔
一
九
九
三
〕。
抑
々
、「
差
別
者
」
と
「
被
差
別
者
」
と
い
う
「
立
場
」
の
是
非
は
あ
る
も
の
の
、「
入
れ
替
わ
り
可
能
な
立
場
」
は
、
部
落
差
別
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
視
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
『
観
無
量
寿
経
』「
白
言
大
王
。
臣
聞
毘
陀
論
経
説
。
劫
初
已
来
有
。
諸
悪
王
貪
国
位
故
。
殺
害
其
父
一
万
八
千
。
未
曽
聞
有
無
道
害
母
。
王
今
為
此
殺
逆
之
事
。
汚
刹
利
種
。
臣
不
忍
聞
。
是
栴
陀
羅
。
我
等
不
宜
復
住
於
此
」、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
上
。
『
随
聞
講
録
』、『
浄
土
宗
全
書
』
一
四
、
五
五
一
頁
下
。
掲
載
本
文
に
は
若
干
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
訓
読
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。
貞
準
（
江
戸
前
期
、
禅
林
寺
住
の
浄
土
宗
僧
〈『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
五
四
三
頁
〉）
撰
（
一
六
八
二
年
）、
江
戸
期
版
本
『
観
経
疏
新
記
』
二
（
序
分
義
）
三
九
丁
裏
〜
四
〇
丁
表
。
『
礼
記
』
巻
頭
の
一
篇
。
『
観
経
疏
講
録
』、
撰
者
不
明
。
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
成
？
。【
参
考
】
服
部
英
淳
〔
一
九
七
三
〕。
『
観
経
疏
序
文
義
講
録
』、『
続
浄
土
宗
全
書
』
二
、
一
四
五
頁
上
。
「
（
か
い
／
け
）」、
切
る
（
諸
橋
徹
次
編
『
学
研
漢
和
大
字
典
』、
一
五
四
頁
）。
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
八
八
頁
中
。
『
古
事
類
苑
』〔
一
九
七
〇
〕
二
一
、
八
七
二
頁
。
『
塵
袋
』
一
〔
二
〇
〇
四
〕
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。
『
塵
添
嚢
抄
』、『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
新
版
）
九
三
、
五
二
頁
中
〜
下
。
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（
（
19
（
（
20
（
（
21
（
（
22
一
八
一
「
旃
陀
羅
」
考
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
五
六
頁
中
。
『
妙
法
蓮
華
經
玄
賛
』、『
大
正
蔵
』
三
四
、
八
二
一
頁
上
。「
不
親
近
〜
諸
悪
律
義
」、『
大
正
蔵
』
九
、
三
七
頁
上
。
『
翻
訳
名
義
集
』、『
大
正
蔵
』
五
四
、
一
〇
八
三
頁
上
。
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』、『
大
正
蔵
』
四
〇
、
六
四
〇
頁
上
。
「
蔑
戻
車
（
べ
つ
れ
い
し
ゃ
）」、
異
民
族
・
野
蛮
人
（『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
下
、
一
四
八
四
頁
）。【
参
考
】『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』、
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
九
頁
下
）。
西
村
実
則
〔
二
〇
〇
一
〕。
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』、『
大
正
蔵
』
六
二
、
一
九
二
頁
上
〜
中
。
【
参
考
】
山
本
尚
友
〔
二
〇
〇
九
〕
七
四
〜
八
三
頁
。
こ
こ
で
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
、
当
時
の
非
人
た
ち
が
葬
儀
や
供
養
に
関
わ
っ
て
種
々
の
権
益
を
も
っ
て
い
た
事
を
示
す
。
「
敗
壊
（
は
い
か
い
）」、
そ
こ
な
わ
れ
て
く
る
こ
と
（『
日
国
』
十
、
九
二
〇
頁
）。
「
糟
糠
（
そ
う
こ
う
）」、
値
打
の
な
い
者
、
取
る
に
足
ら
な
い
く
だ
ら
な
い
者
（『
日
国
』
九
、
二
四
二
頁
）。
『
華
手
経
』、『
大
正
蔵
』
一
六
、
一
三
三
頁
上
。
『
大
方
等
大
集
経
』、『
大
正
蔵
』
一
三
、
三
七
六
頁
上
〜
中
。
「
諂
曲
（
て
ん
ご
く
）」、
よ
こ
し
ま
な
心
を
持
つ
こ
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
ま
げ
て
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
（『
日
国
』
九
、
七
八
六
頁
）。
『
大
方
広
十
輪
経
』、『
大
正
蔵
』
一
三
、
六
九
八
頁
上
〜
中
。
『
菩
薩
本
行
経
』、『
大
正
蔵
』
三
、
一
二
一
頁
下
。
『
金
光
明
経
文
句
記
』、『
大
正
蔵
』
三
九
、
九
九
頁
上
。
「
（
唐
突
・
と
う
と
つ
）」、
突
き
当
た
る
（『
日
国
』
九
、
一
〇
二
〇
頁
）。
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一
八
二
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
『
高
僧
法
顕
伝
』、『
大
正
蔵
』
五
一
、
八
五
九
頁
中
。
中
村
元
〔
一
九
九
六
〕
三
五
頁
（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
一
三
六
）。
法
然
撰
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
一
一
九
八
）。
明
恵
撰
『
華
厳
信
種
義
』（
一
二
二
一
）。
石
山
力
山
〔
一
九
九
三
〕。
東
上
高
志
〔
一
九
九
一
〕。
こ
こ
で
は
、
問
題
提
議
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
和
歌
山
県
白
浜
町
平
間
に
お
け
る
部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
【
参
考
】
二
十
世
紀
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
は
『
星
の
王
子
さ
ま
』
に
お
い
て
「
大
切
な
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
」・「
家
や
星
や
砂
漠
を
美
し
く
し
て
い
る
も
の
は
目
に
見
え
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
（
河
野
万
里
子
〔
二
〇
〇
六
〕
一
〇
八
頁
・
一
一
六
〜
一
一
七
頁
）。
【
一
次
資
料
】
『
選
択
本
願
念
仏
集
』、『
昭
和
新
修　
法
然
上
人
全
集
』（
平
楽
寺
書
店
）。
『
華
厳
信
種
義
』、『
明
恵
上
人
資
料
』
五
（
東
京
大
学
出
版
）。
『
塵
袋
』〔
二
〇
〇
四
〕、
大
西
晴
隆
・
木
村
紀
子
校
注
、
東
洋
文
庫
七
二
三
（
平
凡
社
）。
『
塵
添
嚢
抄
』、『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
新
版
）
九
三
。
『
古
事
類
苑
』〔
一
九
七
〇
〕（
吉
川
弘
文
館
）。
『
部
落
史
史
料
選
集
』
一　
古
代
・
中
世
篇
〔
一
九
八
八
〕（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
）。
『
部
落
史
史
料
選
集
』
二　
近
世
篇　
生
活
〔
一
九
八
九
〕（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
）。
『
部
落
史
史
料
選
集
』
三　
近
世
篇　
思
想
・
文
化
〔
一
九
八
九
〕（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
）。
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一
八
三
「
旃
陀
羅
」
考
【
参
考
文
献
】
石
山
力
山
〔
一
九
九
三
〕、「『
仏
教
と
部
落
差
別
』
│
「
一
闡
提
」「
旃
陀
羅
」「
屠
者
」「
穢
多
」
等
の
社
会
的
位
相
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
年
報
』
二
六
）。
喜
田
貞
吉
〔
二
〇
〇
八
〕、『
賎
民
と
は
何
か
』（
河
出
書
房
新
社
）。
河
野
万
里
子
〔
二
〇
〇
六
〕、『
星
の
王
子
さ
ま
』（
訳
、
新
潮
文
庫
）。
佐
藤
春
夫
・
石
田
充
之
〔
一
九
五
七
〕、『
悲
劇
を
機
縁
と
し
て　
観
無
量
寿
経
』（
法
蔵
館
）。
鈴
木
哲
雄
〔
一
九
九
八
〕、『
社
会
史
と
歴
史
教
育
』（
岩
波
書
店
）。
高
木
昭
良
〔
一
九
八
三
〕、『
浄
土
三
部
経
の
意
訳
と
解
説
』（
永
田
文
昌
堂
）。
坪
井
俊
映
〔
一
九
九
六
〕、『
浄
土
三
部
経
概
説
』
新
訂
版
（
法
蔵
館
）。
東
上
高
志
〔
一
九
九
一
〕、「
人
権
の
確
立
に
仏
教
は
ど
う
向
か
う
か
ー
和
歌
山
県
白
浜
町
平
間
に
そ
れ
を
尋
ね
る
ー
」、（『
季
刊
仏
教
』
一
五
）。
中
村
元
〔
一
九
九
五
〕、『
浄
土
三
部
経
』
下
（
訳
、
岩
波
文
庫
）。
中
村
元
〔
一
九
九
六
〕、『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば　
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
訳
、
岩
波
文
庫
）。
奈
良　
人
権
・
部
落
解
放
研
究
所
〔
二
〇
一
〇
〕、『
日
本
歴
史
の
な
か
の
被
差
別
民
』（
新
人
物
文
庫
）。
丹
生
谷
哲
一
〔
一
九
九
三
〕、『
日
本
中
世
の
身
分
と
社
会
』（
塙
書
房
）。
丹
生
谷
哲
一
〔
二
〇
〇
五
〕、『
身
分
・
差
別
と
中
世
社
会
』（
塙
書
房
）。
丹
生
谷
哲
一
〔
二
〇
〇
八
〕、『
検
非
違
使
』（
平
凡
社
）。
西
村
実
則
〔
二
〇
〇
一
〕、「『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』
に
み
る
「
蔑
戻
車
」（m
leccha
）」（『
仏
教
論
叢
』
四
五
）。
野
田
只
夫
〔
一
九
五
九
〕、「
中
世
賎
民
の
社
会
経
済
的
一
考
察
│
特
に
祇
園
社
犬
神
人
に
つ
い
て
│
」（『
京
都
学
芸
大
学
学
報
』
A
、
一
四
）。
一
八
四
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
服
部
英
淳
〔
一
九
七
三
〕、「
鎮
西
西
山
両
義
比
較
の
資
料
・
観
経
疏
講
録　
解
説
」（『
続
浄
土
宗
全
書
』
二
）。
広
瀬
杲
〔
一
九
九
二
〕、『
観
無
量
寿
経
に
聞
く
』（
教
育
新
潮
社
）。
宮
坂
宥
勝
〔
一
九
九
一
〕、「
旃
陀
羅
│
仏
教
に
見
捨
て
ら
れ
た
も
の
│
」（『
季
刊
仏
教
』
一
五
）。
宮
坂
宥
勝
〔
一
九
九
二
〕、「
旃
陀
羅
の
史
的
考
察
（
一
）」（『
智
山
学
報
』
四
一
）。
宮
坂
宥
勝
〔
一
九
九
三
〕、「
旃
陀
羅
の
史
的
考
察
（
二
）」（『
智
山
学
報
』
四
二
）。
宮
坂
宥
勝
〔
一
九
九
四
〕、「
旃
陀
羅
の
史
的
考
察
（
三
）」（『
智
山
学
報
』
四
三
）。
山
崎
元
一
〔
一
九
七
九
〕、『
イ
ン
ド
社
会
と
新
仏
教　
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
人
と
思
想
』（
刀
水
書
房
）。
山
崎
元
一
〔
一
九
九
二
〕、『
古
代
イ
ン
ド
社
会
の
研
究
』（
刀
水
書
房
）。
山
本
尚
友
〔
二
〇
〇
九
〕、『
史
料
で
読
む
部
落
史
』
社
会
福
祉
叢
書
一
七
（
現
代
書
館
）。
養
老
孟
司
〔
一
九
九
一
〕、「
差
別
と
は
何
か
」（『
季
刊
仏
教
』
一
五
）。
霊
山
勝
海
〔
一
九
八
二
〕、「
観
経
の
旃
陀
羅
に
つ
い
て
│
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
在
来
の
解
釈
│
」（『
石
田
充
之
博
士
古
希
論
文　
浄
土
教
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
）。　
【
謝
辞
】
　
小
稿
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
教
学
研
究
Ⅱ
」
に
お
け
る
『
随
聞
講
録
』
訓
読
作
業
（
二
〇
一
五
年
度
）
が
端
緒
で
あ
る
。
多
く
の
知
見
と
様
々
に
研
究
す
る
機
会
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
（
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー　
嘱
託
研
究
員
）
一
八
五
「
旃
陀
羅
」
考
